
自
問
す
る
こ
と
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
独
立
後
目

も
浅
か
っ
た
あ
の
頃
、
口
本
の
一
女
子
学
生
の

望
み
を
叶
え
て
下
さ
っ
た
ビ
ル
マ
の
恩
義
を
思

う
時
、
何
も
残
さ
ず
に
は
死
ね
な
い
気
持
が
す

る
。
ビ
ル
マ
の
素
晴
し
い
文
学
を
目
本
人
た
ち

に
も
っ
と
読
ん
で
も
ら
い
た
い
し
、
ビ
ル
マ
語

を
た
だ
上
手
に
話
す
日
本
人
で
な
く
、
ビ
ル
マ

人
の
心
が
判
る
ビ
ル
マ
語
の
使
い
手
も
育
て
た

い
。
そ
の
た
め
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、

も
う
少
し
頑
張
ら
な
く
て
は
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
〈
横
浜
市
磯
子
区
・
主
婦
・
四
六
歳
〉

●
市
民
作
文
「
わ
た
し
の
中
の
ア
ジ
ア
と
日
本
」
特
別
賞
作
品

バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
の
人
間
居
住
環
境

人
口
爆
発
に
悩
む
ア
ジ
ア
の
大
都
市

「
国
際
会
議
」
の
あ
ら
ま
し

都
市
間
交
流
の
契
機
に

新
聞
売
り
を
し
て
家
計
の
足
し
に
し
て
い
る
。

一
三
歳
以
上
の
子
供
は
、
大
人
と
肩
を
並
べ
て

働
き
に
出
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
世
帯
当
り

平
均
六
〇
ド
ル
を
得
て
お
り
、
米
の
御
飯
以
外

の
食
物
は
殆
ん
ど
調
理
さ
れ
た
も
の
を
買
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
タ
イ
の
生
活
習
慣
を
考
え
る

と
き
、
最
低
限
の
生
活
が
ど
う
や
ら
維
持
で
き

る
程
度
の
額
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
人
間
の
尊
厳
さ
え
も
守
れ
な
い

よ
う
な
最
低
限
度
の
生
活
環
境
に
対
し
、
公
的

な
サ
ー
ビ
ス
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
例

え
ば
ゴ
ミ
の
収
集
は
な
い
し
、
診
療
所
、
政
府

の
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
な
い
。
住
民
登
録
の
な
い

住
民
に
は
、
公
的
教
育
の
機
会
は
与
え
ら
れ
て

い
な
い
。
不
法
占
拠
居
住
者
に
対
し
、
居
住
権

を
承
認
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
か
、

調査季報73 82.361

④
都
市
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流

岡
部
重
之

バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
の

人
間
居
住
環
境

膨
大
で
、
そ
の
背
景
に
は
、
農
村
部
で
の
農
業

技
術
改
良
の
結
果
、
商
品
経
済
が
農
村
に
ま
で

入
り
込
み
、
数
多
く
の
脱
落
者
を
出
し
て
い
る

な
ど
の
事
情
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
ク
ロ
ン
ト
イ
で
あ
る
が
、
首
都
バ
ン

コ
ク
の
ク
ロ
ン
ト
イ
港
湾
局
が
一
九
七
〇
年
に

世
銀
か
ら
一
、
二
〇
〇
万
ド
ル
の
借
款
を
得
て
、

港
湾
の
拡
張
計
画
に
基
づ
い
て
造
成
し
た
港
湾

局
用
地
（
国
有
地
）
に
不
法
占
拠
す
る
住
居
群

で
、
人
口
は
四
万
人
。
半
分
は
十
五
歳
以
下
の
年

少
人
口
で
あ
る
。
モ
ン
ス
ー
ン
の
時
期
に
は
、

床
ま
で
水
が
上
る
よ
う
な
低
湿
地
に
堀
立
で
高

床
式
の
住
居
が
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
詰
め
込
ま

れ
て
い
る
。
通
路
と
し
て
、
不
安
定
な
板
の
桟

道
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
住
居
は
、
平
均
二
五

平
方
米
程
度
の
一
部
屋
で
、
平
均
世
帯
人
員
六

人
が
寝
起
き
し
て
い
る
。
炊
事
、
洗
濯
、
暑
い

熱
帯
の
生
活
で
欠
か
せ
な
い
水
浴
な
ど
は
、
家

の
前
の
桟
道
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
。
下
の
湿
地

に
は
、
も
ち
ろ
ん
下
水
は
な
い
が
、
衛
生
工
学

に
造
詣
の
深
い
佐
藤
助
役
の
解
説
で
は
、
地
域

一
帯
が
巨
大
な
浄
化
槽
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
見
た
目
よ
り
も
意
外
に
悪
臭
は
な
い
。
電

気
と
水
は
最
近
引
き
込
ま
れ
た
よ
う
で
、
衛
生

状
態
は
、
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
ク
ロ
ン
ト
イ
の
男
性
は
、
港
湾
建
設
、
港
湾

荷
役
あ
る
い
は
運
輸
労
働
者
と
し
て
、
一
日
二

ド
ル
程
度
稼
い
で
い
る
。
女
性
は
、
裁
縫
、
花

輪
作
り
、
袋
張
り
な
ど
の
内
職
の
ほ
か
、
外
で

行
商
、
露
店
商
を
や
る
か
、
工
場
に
働
き
に
出

る
。
子
供
も
一
二
歳
位
ま
で
は
、
母
親
の
手
伝

い
を
す
る
か
、
街
頭
で
車
相
手
の
花
輪
売
り
、

　
咋
年
五
月
、
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
横
浜
国

際
会
議
の
第
一
回
組
織
委
員
会
に
出
席
の
帰
路

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
）
の
本
部
へ
の
表
敬
の
た
め
バ
ン
コ
ク
に
立

寄
り
、
ク
ロ
ン
ト
イ
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
バ
ン
コ
ク
の
人
口
は
、
一
九
七
〇
年
の
セ
ン

サ
ス
で
は
二
七
〇
万
人
で
あ
っ
た
が
。
一
九
七

八
年
に
は
四
九
〇
万
人
に
達
し
、
タ
イ
第
二
の

都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
の
一
一
万
人
に
比
べ
る
と
、

タ
イ
の
人
口
移
動
が
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
一
点

集
中
型
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
バ
ン
コ
ク
へ

は
特
に
東
北
タ
イ
の
農
村
地
域
か
ら
の
流
入
が
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水
の
供
給
以
外
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
行
わ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、
救
い
と
な

る
の
は
、
私
的
な
社
会
福
祉
団
休
で
あ
る
ド
ア

ン
・
プ
ラ
テ
≒
フ
基
金
の
活
動
と
し
て
、
ク
ロ

ン
ト
イ
住
民
の
勤
労
奉
仕
で
小
学
校
と
保
育
所

が
建
て
ら
れ
、
政
府
も
や
っ
と
通
常
の
運
営
費

を
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
・
代
表
岩
崎
駿
介
氏
）
が
、
ク
ロ
ン

ト
イ
の
子
供
達
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

労
働
奉
仕
で
図
書
館
を
建
設
す
る
な
ど
、
ク
ロ

ン
ト
イ
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
熱
心
な
活
動
を

し
て
い
る
。
そ
の
せ
い
か
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
情
況
の
中
で
、
ク
ロ
ン
ト
イ
の
子
供
達
の
表

情
は
明
る
い
。人

口
爆
発
に
悩
む
ア
ジ
ア
の

大
都
市

人
口
増
が
二
〇
年
間
つ
づ
く
と
い
う
こ
と
で
、

都
市
化
が
い
か
に
急
激
な
も
の
か
よ
く
わ
か

る
。

　
し
か
も
、
先
進
国
の
大
都
市
で
は
、
大
都
市

へ
の
企
業
の
集
積
と
技
術
の
革
新
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
が
あ
り
、
大
都
市
が
人
口
を
引
付
け

る
力
（
P
u
l
l
）
を
も
っ
て
い
た
が
、
発
展
途
上

国
の
大
都
市
で
は
、
吸
引
力
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
農
村
の
み
じ
め
な
暮
し
を
す
て
て
大
都

市
に
出
て
く
る
と
い
う
押
し
出
す
力
(
P
u
s
h
）

の
み
が
働
い
て
い
る
と
い
う
事
実
も
見
逃
せ
な

い
。
流
れ
込
ん
だ
人
口
の
一
部
は
、
都
市
内
で
、

ス
ラ
ム
や
ス
ク
ォ
ッ
タ
ー
（
不
法
占
拠
住
区
）

を
形
成
し
、
人
間
の
尊
厳
さ
え
も
奪
わ
れ
る
よ

う
な
み
じ
め
な
最
低
限
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
都
市
内
の
経
済
的
、
社
会
的
不
平
等
に

表―１　都市・農村区域別人口推移(198O～2OOO）

対
す
る
焦
燥
や
怒
り
が
社
会
不
安
、
政
情
不
安

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
低
水
準

の
人
間
居
住
の
問
題
は
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て

も
、
横
浜
市
も
含
め
た
ア
ジ
ア
の
大
都
市
の
共

通
の
問
題
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
都
市
問
題
を

か
か
え
る
都
市
が
互
い
に
実
情
を
知
り
討
論
す

る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う

考
え
か
ら
、
横
浜
市
で
は
、
今
年
六
月
九
日
か

ら
八
日
間
、
国
連
の
機
関
で
あ
る
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
社
会
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
及
び
人

(単位:千人)表－２　参加都市の人口推移（1980～2000）

間
居
住
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｓ
通
称
Ｈ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｔ
）
と
の
共
催
で
、
「
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
自
治
体
の
都
市
づ
く
り
に
関
す

る
横
浜
国
際
会
議
」
を
開
催
す
る
。
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
一
六
の
都
市
自
治
体
を
中
心
と

し
て
、
豊
か
で
快
適
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、
自
治
体
の
役
割
や
機
能
、
都
市
づ
く
り

に
関
す
る
技
術
や
制
度
、
都
市
間
の
協
力
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
を
討
議
し
、
そ
の
解
決

策
を
追
究
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
間
の
交

流
、
友
好
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

62調査季報73―82.3

　
ア
ジ
ア
の
大
都
市
は
、
い
ず
れ
も
人
口
の
爆

発
的
増
加
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
別
添
の
と
お

り
、
国
連
資
料
で
み
る
と
、
一
九
八
○
年
か
ら

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
二
〇
年
間
で
、
ア
ジ
ア
の

都
市
人
口
は
二
倍
に
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
年
率
三
・
九
％
の
増
加
で
あ
り
、
ア
ジ
ア

の
大
都
市
が
四
百
万
を
こ
え
る
都
市
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
三
・
九
％
の
増
加
が
い
か
に

大
き
い
か
わ
か
る
。
本
市
の
人
口
が
増
加
の
ピ

ー
ク
を
示
し
た
昭
和
四
十
五
年
の
人
口
増
が
四

・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
見
合
う
よ
う
な
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①
―
会
議
の
内
容

　
こ
の
国
際
会
議
の
テ
ー
マ
は
、
一
言
で
い
え

ば
、
人
間
居
住
、
都
市
づ
く
り
(
H
u
m
a
n

S
e
t
t
l
e
m
e
n
t
s
)
　
で
あ
り
、
物
的
側
面
と
制
度

的
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
る
。
Ａ
テ
ー
マ

は
「
人
間
居
住
の
物
的
現
況
」
、
Ｂ
テ
ー
マ
は

　
「
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
自
治
体
の
行
財
政
能

力
」
で
あ
る
。

　
今
日
、
日
本
で
は
ア
ジ
ア
の
諸
都
市
の
都
市

づ
く
り
に
関
す
る
図
書
は
殆
ん
ど
な
い
。
さ
ら

に
。
ア
ジ
ア
の
国
際
交
流
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

お
互
い
が
互
い
に
相
手
の
都
市
に
つ
い
て
知
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
会
議
に
お
け
る
討
議
を
実
り

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
各
都
市
の
物
的
現
況

と
行
財
政
制
度
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
調
査
す

る
必
要
が
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
協
力
し
て
参

加
都
市
の
人
口
、
都
市
化
の
パ
タ
ー
ン
、
都
市

構
造
、
都
市
計
画
、
産
業
構
造
等
都
市
づ
く
り

の
現
況
を
都
市
ご
と
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
し
て

ま
と
め
る
と
ど
も
に
、
参
加
各
都
市
の
地
方
行

財
政
制
度
を
、
国
・
地
方
の
関
係
を
も
含
め
て

充
分
な
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
各
都
市
か
ら
は
、
都
市
計
画
の
プ
ラ

ン
ナ
ー
か
ら
一
名
、
行
財
政
制
度
、
都
市
経
営

の
専
門
家
か
ら
一
名
の
参
加
者
を
選
定
す
る

が
、
参
加
者
は
各
自
、
自
分
の
都
市
の
現
状
と

問
題
点
と
解
決
の
方
向
を
都
市
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
、
事
前
に
提
出
配
付
さ
れ
る
。

　
以
上
、
会
議
資
料
と
し
て
は
、
(
1
)
参
加
各
都

市
の
物
的
現
況
調
査
報
告
書
　
(
2
)
行
財
政
制
度

調
査
報
告
書
　
(
3
)
各
都
市
報
告
書
の
三
つ
が
、

主
要
な
会
議
資
料
と
な
る
。

　
会
議
は
、
全
体
会
議
に
お
け
る
基
調
報
告
、

調
査
報
告
、
各
都
市
報
告
の
後
、
テ
ー
マ
Ａ
及

び
Ｂ
の
二
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
二
日
間

表―３　国連アジア・太平洋都市会議開催要領

の
討
議
を
行
う
。

　
会
議
資
料
の
揃
わ
な
い
現
時
点
で
、
分
科
会

の
討
議
の
推
移
に
つ
い
て
確
定
的
な
こ
と
を
言

う
の
は
難
し
い
が
、
討
議
の
大
ま
か
な
流
れ

は
、
テ
ー
マ
Ａ
で
は
人
間
居
住
の
物
的
現
況
と

し
て
、
ま
ず
、
人
口
の
爆
発
的
増
加
、
都
市
化

の
過
程
と
構
造
を
経
済
的
、
社
会
学
的
立
場
か

ら
解
明
し
な
が
ら
、
都
市
の
居
住
環
境
の
実
態

を
明
確
に
し
、
問
題
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
問
題
状
況
に
対
し
、
都
市
自

治
体
が
都
市
づ
く
り
に
い
か
に
取
り
組
ん
で
き

た
か
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
現
在
、
将
来
の
政

策
と
計
画
に
つ
い
て
都
市
計
画
的
側
面
か
ら
討

議
し
、
自
治
体
の
都
市
づ
く
り
の
目
標
を
明
確

調査季報73 82.3
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に
す
る
。

　
最
後
に
、
都
市
生
活
者
の
立
場
か
ら
、
教
育
、

健
康
と
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
相
互
扶
助
、

社
会
的
サ
ー
ビ
ス
や
都
市
の
機
能
性
と
人
間
性

の
調
和
な
ど
、
生
活
の
質
的
向
上
の
面
で
の
自

治
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
市
民
な
ど
の
役
割

と
貢
献
な
ど
を
考
え
、
風
土
と
文
化
に
マ
ッ
チ

し
た
都
市
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
テ
ー
マ
Ｂ
は

自
治
体
の
行
財
政
能
力
を
テ
ー
マ
に
、
都
市
づ

く
り
に
お
け
る
自
治
体
の
役
割
の
重
要
性
を
考

え
る
と
き
に
、
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
行
財
政

権
限
、
都
市
計
画
権
能
に
お
け
る
国
と
地
方
の

関
係
を
明
ら
か
に
し
、
都
市
づ
く
り
の
た
め
の

自
治
体
の
行
政
権
限
の
強
化
と
財
源
拡
充
の
方

向
を
明
確
に
す
る
。

　
次
に
、
ひ
る
が
え
っ
て
、
都
市
自
治
体
内
部

に
お
い
て
都
市
問
題
に
有
効
に
対
処
す
る
自
治

体
の
態
勢
を
考
え
、
総
合
調
整
機
能
の
充
実
と

行
財
政
運
営
の
効
率
化
な
ど
自
治
体
の
機
能
を

い
か
に
し
て
高
め
る
か
を
討
議
し
、
あ
わ
せ
て
、

広
域
的
対
策
を
必
要
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
の

自
治
体
相
互
間
の
協
力
に
つ
い
て
考
え
る
。
さ

ら
に
、
都
市
づ
く
り
の
計
画
、
事
業
に
対
す
る

市
民
参
加
に
つ
い
て
議
論
し
、
地
域
社
会
に
お

け
る
市
民
の
自
主
的
活
動
と
そ
れ
を
促
す
自
治

体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
例
な
ど
か
ら
市
民
と
行

政
の
関
係
と
協
働
の
あ
り
方
、
可
能
性
、
市
民

参
加
を
め
ぐ
る
阻
害
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
都

市
づ
く
り
に
お
け
る
市
民
参
加
と
情
報
公
開
の

重
要
性
を
考
え
る
。

　
分
科
会
で
討
議
さ
れ
た
内
容
は
報
告
書
と
し

て
ま
と
め
、
さ
ら
に
こ
の
会
議
の
成
果
は
宣
言

と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
地
域

の
人
問
居
住
の
行
動
計
画
に
反
映
さ
れ
る
。

②
―
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
こ
の
会
議
は
、
都
市
自
治
体
の
会
議
で
あ
る

が
、
テ
ー
マ
Ａ
の
都
市
生
活
の
質
的
向
上
や
テ

ー
マ
Ｂ
の
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
市
民
参
加
と

情
報
公
開
な
ど
の
テ
ー
マ
に
は
、
市
民
の
方
々

の
発
言
が
特
に
期
待
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
討
議
は
、
時
間
的
制
約
も
あ
り
、

参
加
都
市
の
代
表
者
を
中
心
に
推
移
す
る
と
考

え
る
の
で
、
市
民
の
発
言
の
機
会
は
、
充
分
で

は
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
市
民
と
参
加
各
都
市
の
代
表
者
と

の
討
論
の
場
と
し
て
市
民
フ
ォ
ー
フ
ム
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
た
。
市
民
フ
ォ
ー
フ
ム
は
、
会

期
中
の
日
曜
日
に
、
「
都
市
づ
く
り
に
お
け
る

市
民
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
都
市
の
代

表
者
の
出
席
を
得
て
、
市
民
と
代
表
者
と
の
意

見
交
換
の
形
で
進
め
ら
れ
、
意
見
は
市
民
か
ら

の
提
言
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
発
表
さ
れ
る
。

③
―
関
連
行
事

　
国
際
会
議
の
開
催
を
契
機
に
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
市
民
の
方
々
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

の
国
々
の
文
化
や
市
民
生
活
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
い
、
会
議
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
各
局
の
御
担
当
の
方
々
に
は
献
身
的

表－ A「国際会議」関連イベント
な
御
協
力
を
得
て
、
関
連
行
事
を
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
（
詳
細
別
掲
）
。

④
―
総
合
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け

　
″
よ
こ
は
ま
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
〟
は
、
二

十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
主
要
課
題
と
し
て
、
国

際
平
和
へ
の
貢
献
、
国
際
性
の
高
揚
を
掲
げ
て

お
り
、
「
自
治
体
レ
ベ
ル
で
、
あ
ら
ゆ
る
国
と

画
の
中
で
も
．
国
際
文
化
都
市
の
形
成
の
中
で
、

そ
の
施
策
の
方
向
と
し
て
、
文
化
、
学
術
、
経

済
、
都
市
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
わ
た

る
国
際
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

の
文
化
、
経
済
、
技
術
な
ど
の
面
で
交
流
、
援

助
と
こ
れ
に
関
す
る
市
民
外
交
の
推
進
を
と
お

し
て
、
国
際
平
和
の
維
持
と
発
展
に
つ
と
め

る
」
ま
た
「
全
地
域
的
視
野
か
ら
日
本
、
と
り

わ
け
横
浜
と
世
界
の
つ
な
が
り
を
認
識
し
、
国

際
社
会
に
お
け
る
横
浜
の
役
割
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
事
業
計

都
市
間
交
流
の
契
機
に
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日
本
は
、
明
治
維
新
以
後
、
ア
ジ
ア
で
近
代

化
、
工
業
化
に
成
功
し
た
国
と
し
て
定
評
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
福
沢
諭
吉
の
「
脱
亜
入
欧
」
に

始
ま
り
、
「
和
魂
洋
才
」
、
「
富
国
強
兵
」
、
「
西

洋
に
追
い
つ
き
、
追
い
こ
せ
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
代
国
家
形
成
の

過
程
で
は
西
欧
的
近
代
化
を
指
向
し
な
が
ら

も
、
日
本
独
自
の
方
法
で
経
済
的
成
功
を
も
た

四



ら
し
、
咋
今
で
は
、
国
民
総
生
産
が
遂
に
世
界

第
二
位
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
経
済
的
発
展
を
と

げ
て
き
た
。
マ
ニ
ラ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
バ
ン
コ

ク
等
ア
ジ
ア
の
都
市
に
は
、
日
本
製
の
自
動
車

・
オ
ー
ト
バ
イ
・
家
電
製
品
か
ら
味
の
素
に
至

る
ま
で
日
本
商
品
が
氾
濫
し
て
い
る
。
こ
こ

で
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿
易
に
つ
い
て

国
連
統
計
で
調
べ
て
み
る
と
、
昭
和
五
十
三
年

の
実
績
で
、
日
本
の
輸
入
で
三
〇
二
億
八
、
一

〇
〇
万
米
ド
ル
、
輸
入
総
額
に
占
め
る
割
合
三

八
・
二
％
、
輸
出
で
二
七
一
億
九
、
〇
〇
〇
万

米
ド
ル
、
二
七
・
九
％
で
あ
る
（
対
中
国
貿
易

を
含
ま
ず
、
し
か
も
、
石
油
を
除
い
た
数
値
で

あ
る
）
。

　
さ
ら
に
、
市
の
統
計
書
（
五
十
五
年
）
で
横

浜
港
に
お
け
る
輸
出
入
を
み
る
と
、
昭
和
五
十

三
年
実
績
で
、
対
ア
ジ
ア
貿
易
は
輸
出
で
一
兆

六
、
八
六
七
億
円
、
輸
出
総
額
に
占
め
る
シ
ェ

ア
は
三
八
・
六
％
、
輸
入
で
は
六
、
七
三
六
億

円
、
四
〇
・
八
％
で
あ
り
、
す
で
に
経
済
的
な

関
係
で
は
対
米
輸
出
入
を
は
る
か
に
し
の
い
で

お
り
、
ま
さ
に
、
日
本
の
オ
ー
バ
ー
プ
レ
ゼ
ン

ス
が
一
部
で
問
題
と
さ
え
な
っ
て
い
る
現
状
を

よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

　
明
治
維
新
か
ら
今
日
ま
で
、
日
本
の
発
展
の

あ
と
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
あ
ま
り
も
欧
米

追
随
の
関
係
で
あ
っ
た
。
現
在
の
日
本
は
、
全

世
界
と
の
相
互
依
存
の
国
際
関
係
な
し
に
は
存

立
し
得
な
い
。
し
か
も
、
資
源
の
な
い
貿
易
立

国
の
日
本
は
、
平
和
な
国
際
環
境
を
も
っ
と
も

必
要
と
し
て
い
る
国
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
を

展
望
す
る
と
き
、
欧
米
先
進
国
だ
け
で
な
く
、

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
経
済
的

ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
を
も
含
め
た
多
角
的
国
際
交
流
を
持
つ
必

要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
平
和
と
安
定
に
貢
献
す
る
日
本
の
新
し
い
役

割
に
対
す
る
ア
ジ
ア
の
期
待
は
極
め
て
大
き

い
。

　
こ
の
国
際
会
議
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
の
都
市
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
都

市
問
題
と
そ
れ
に
対
す
る
数
々
の
挑
戦
、
そ
の

問
題
意
識
は
、
我
々
が
直
面
す
る
世
界
の
人
口

間
題
、
食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
資
源
問
題
、

環
境
問
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
と
ら
え

な
お
す
契
機
と
な
る
。

　
ま
た
、
参
加
都
市
は
、
す
べ
て
港
湾
都
市
で

あ
る
。
港
湾
都
市
は
、
都
市
構
造
、
産
業
構
造

の
点
で
類
似
の
問
題
を
多
く
か
か
え
て
お
り
、

横
浜
の
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
参
考
と
な
る
こ

と
が
多
い
。
こ
れ
ら
都
市
に
対
す
る
国
際
港
都

よ
こ
は
ま
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
、
本
市
が
現

在
精
力
的
に
す
す
め
て
い
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

な
ど
の
み
な
と
経
済
の
振
興
に
と
っ
て
も
大
き

な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
″
み
な
と
み
ら
い
2
1
〟
で
計
画
さ

れ
て
い
る
、
国
際
機
関
、
国
際
会
議
場
の
誘
致

に
つ
い
て
も
、
国
際
文
化
都
市
よ
こ
は
ま
の
イ

メ
ー
ジ
は
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考

え
る
。

　
日
本
の
近
代
化
と
経
済
発
展
の
栄
光
の
歴
史

は
、
そ
の
同
じ
コ
イ
ン
の
裏
側
に
ア
ジ
ア
と
の

不
幸
な
侵
略
の
歴
史
を
背
負
っ
て
い
る
。
私
自

身
を
含
め
、
昭
和
一
桁
生
れ
以
前
の
戦
中
派
に

は
、
罪
の
意
識
が
あ
り
、
負
い
目
に
な
っ
て
い

る
。
ア
ジ
ア
の
人
々
に
対
し
、
不
必
要
に
自
虐

的
に
な
る
こ
と
は
な
い
し
、
何
よ
り
も
過
去
に

拘
泥
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
歴
史
の
現
実
を
正
し
く

客
観
化
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
国
際
性
は
育
だ

な
い
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
存
在
は
大
き

い
。
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
と
言
わ
れ
て

も
、
事
実
と
し
て
経
済
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
大
き

い
。
今
後
は
、
経
済
的
側
面
だ
け
で
は
な
く
、

相
互
理
解
の
た
め
に
は
、
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
面
で
の
幅
広
い
交
流
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
そ
の
意
味
か
ら
、
国
連
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
都

市
会
議
を
初
め
て
横
浜
で
開
催
し
、
こ
れ
を
契

機
に
、
環
太
平
洋
地
域
の
都
市
間
交
流
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

〈
企
画
調
整
局
横
浜
国
際
会
議
準
備
担
当
主
幹
〉
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